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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
今
後
の
事
業
展
開
は

　

第
一
小
学
校
内
に
、
学
童
保
育

所
併
設
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
増
設
、
仕
切
り
柵
の

設
置
は
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、

第
二
小
学
校
・
第
三
小
学
校
に
も

併
設
で
の
建
設
を
お
考
え
で
す
か
。

　

町
長
が
目
指
す
町
づ
く
り
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
位
置
づ
け
・

役
割
り
は
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更

暮
ら
し
と
密
着
し
た
中
で

ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
を
山
の
神
広
場

に
建
設
し
、
旧
西
幼
稚
園
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
と
学
童
保
育
所

に
大
規
模
改
修
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
も
将
来

的
に
は
６
年
生
ま
で
延
長
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
と
密
着
し
た
中
で
、
自

分
た
ち
の
町
づ
く
り
は
自
分
た
ち

絶
対
数
と
し
て
は
不

足
し
て
い
ま
す
が
、

タ
イ
ム
ラ
グ
等
を
う

ま
く
利
用
し
て
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
二
小
学
校
は
、

学
童
保
育
所
の
増
設

お
よ
び
そ
の
横
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
併
設
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

第
三
小
学
校
は
、

舎
を
簡
単
に
増
設
し

て
、
そ
の
時
点
だ
け

解
消
す
れ
ば
い
い
と

い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
校
区
を
再

編
し
な
が
ら
様
子
を

見
て
い
く
こ
と
が
一

番
だ
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
仮
に
、
旅

石
区
の
児
童
が
第
三

小
学
校
に
通
う
と
す

る
と
、
26
年
度
の
推

計
で
は
、
第
二
小
学

な
る
推
進
と
し
て
「
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
か
ら
「
く
ら
し

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
へ
の
事
業
展

開
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
お
考
え
で
す
か
。

主
意
書
の
中
に
は
、
役
場
機
能
の

出
先
業
務
の
開
設
と
あ
り
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
　

中
嶋
町
長

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
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須恵中央駅周辺

の
手
で
と
い
う
気
持
ち
で
、
防
災

・
環
境
・
福
祉
・
医
療
・
子
育
て

等
も
窓
口
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
。
ま
た
、

「
税
収
の
１
割
事
業
」
と
い
う
考

え
で
予
算
を
持
た
せ
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
い
ま
す
。

早
急
な
校
区
の
適
正
化
の
実
現
を

Ｊ
Ｒ
須
恵
中
央
駅
周
辺
の
整
備
は

　

須
恵
町
に
は
、
３
つ
小
学
校
が

あ
り
、
児
童
数
は
平
成
26
年
度
推

計
で
、
第
一
小
学
校
６
２
９
人
・

第
二
小
学
校
７
６
４
人
・
第
三
小

学
校
３
６
７
人
で
、
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
第
二
小
校
区
は
住
宅
開
発

が
盛
ん
で
、
人
口
増
加
に
伴
い
児

童
数
が
増
え
、
本
年
度
、
第
二
小

学
校
に
４
教
室
を
増
築
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
児
童
は
増
え
る
と
思

児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら

筑
紫
野
古
賀
線
改
良
工
事
に
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
須
恵
中
央
駅
は
、
町
民
の

交
通
機
関
の
確
保
と
町
の
発
展
を

祈
念
し
て
平
成
元
年
３
月
に
開
業

し
ま
し
た
。
通
勤
・
通
学
に
、
ま

た
福
岡
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

は
、
非
常
に
利
便
性
の
高
い
駅
で

す
。

　

し
か
し
、
駅
前
周
辺
道
路
の
渋

滞
や
、
駅
前
が
狭
い
た
め
車
の
乗

り
入
れ
が
難
し
い
等
の
問
題
点
が

多
々
あ
り
ま
す
。

　

町
長
が
掲
げ
る
利
便
性
の
高
い

校
は
27
学
級
が
23
学
級
に
、
第
三

小
学
校
は
16
学
級
が
18
学
級
に
な

り
、
若
干
の
解
消
は
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
児
童
数
の
推
移
を

見
な
が
ら
、
関
係
さ
れ
る
方
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な

状
況
を
考
え
な
が
ら
教
育
委
員
会

で
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

わ
れ
ま
す
。

　

校
区
は
、
行
政
区
が
均
等
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
将
来
を
見

据
え
る
と
、
通
学
区
域
の
見
直
し

が
急
務
と
考
え
ま
す
。
町
長
の
お

考
え
は
。

　
　
中
嶋
町
長

　

第
二
小
学
校
区
は
住
宅
建
築
が

進
ん
で
児
童
数
が
増
加
し
、
現
在

26
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
校

松山 力弥  議員

町
の
形
成
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
須
恵
中

央
駅
周
辺
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　
中
嶋
町
長

　

筑
紫
野
古
賀
線
改
良
工
事
の
用

地
買
収
が
26
年
度
か
ら
３
カ
年
程

度
の
予
定
で
、
ま
た
事
業
完
成
が

33
年
を
目
途
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

交
差
点
の
改
良
を
早
め
に
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

に
合
わ
せ

て
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答弁中の中嶋町長
一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般
について疑問点をただし、報告や説明を求めることです。
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